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1. 活動概要 

 以下に示す小委員会は一般財団法人 日本建設情報総合センターが事務局を務める「社会

基盤情報標準化委員会」の活動として実施した。 

 

1.1. 小委員会の名称 

 

スマートインフラセンサのコード・データベース標準化検討小委員会 

 

1.2. 検討テーマ 

 

 社会インフラ維持管理のための土木構造物用センサのコードおよびデータベースに関する実

装レベル標準化仕様の検討 

 

1.3. 検討体制 

 

  本小委員会は外部有識者、事業者メンバー「スマートインフラセンサのコード・データベース

標準化検討小委員会」（小委員長：株式会社パスコ 五十嵐 善一）を設置して、「1.6. 達成目

標」に示す内容について検討・検証を実施した。 

（敬称略・順不同） 

委員長／ 
五十嵐 善一 株式会社パスコ 

新空間情報事業部 

事業推進部 顧問 

委員 ／ 
福士 直子 

※第５回以降、退任 
国際航業株式会社 

インフラマネジメント 

事業部企画部企画 

グループ 主任 

川上 崇 株式会社日建技術コンサルタント 担当部長 

飯塚 光正 日本電気株式会社 主席事業主幹 

家入 正隆 JIP テクノサイエンス 代表取締役社長 

萩原 修身 株式会社日立ソリューションズ 担当部長 

竹中 篤 一般財団法人関西情報センター 
常務理事･ 

グループマネジャー 

澤田 雅彦 一般財団法人関西情報センター 
理事･ 

グループマネジャー 

アドバイザ 

石川 雄章※２ 北海道大学 

数理・データサイエン

ス教育研究センター 

特任教授 

事務局 牧野 尚弘 一般財団法人関西情報センター 主任研究員 

  ※１：所属・役職は 2021 年 6 月時点 

  ※２：～2021 年 3 月：東京大学大学院 情報学環 特任教授 

       2021 年 4 月～：北海道大学 数理・データサイエンス教育研究センター 特任教授 
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1.4. 活動期間 

  

 本小委員会の活動期間は以下のとおり。 

 

活動期間：２０１９年８月２１日 ～ ２０２１年６月３０日 

 

1.5. 活動の背景・目的 

   

近年、橋梁・トンネル等の社会インフラ構造物の長寿命化や建設・維持管理コストの削減が大

きな社会課題となり、IoTセンサ･ロボットや CIMの取り組みが盛んとなり、センサ情報や維持管理

データの標準化が検討されつつある。しかし、多数のセンサを長期間管理することを可能にする

ための、個別のセンサを特定するためのセンサコードに関する標準化の検討がなされていない。

こうした状況を踏まえ、インフラ維持管理に必要な情報として個別のセンサにコードを与え、セン

サの仕様などの情報、個別センサの設置状況に関する情報を有機的に結合されたデータベー

ス化するためのデータモデルの標準化を行う必要がある。 

この標準化が完成すれば、適切なセンサの選択がデータベースから行えるようになるとともに、

設置したセンサが構造物のどこにどのように設置したものかも DB 化できるので、串刺しの検索が

できるようになる。さらに BIM/CIM 普及促進や国土交通省の方針である社会基盤情報のオープ

ンデータ化にも寄与する。 

 

1.6. 達成目標 

 

① スマートインフラセンサ*1(以下SIS)に付与するセンサコードの仕様の標準化案 

 SIS 製品コード(製品毎の ID) ・SIS設置コード(設置毎の ID)他 

  *1 Smart Infrastrcture Sensor Codeの略称。橋梁等の社会インフラの維持管理のために設置され、無線通信や IoT等の 

ネットワークで接続されているセンサ。 

 

② 土木構造物に設置したセンサ、モニタリングデータ、および点検情報に関する以下の実装レ

ベルのインフラ維持管理データベースの標準化案 

 センサ製品情報 DB(SIS 製品コード･製品･メーカ名･仕様等) →センサポータル（プロト

タイプ） 

 センサ設置情報DB(SIS設置コード･SIS分類コード･土木構造物コード･構造物名･部位･

取付日･取付方向･取付方法等のセンサとインフラデータモデルの連携 DB) 

 

③ センサコード管理・センサポータル・維持管理データベースの作成、評価、及び運営主体案

検討 

なお、1 年目と 2 年目それぞれの達成目標は以下のとおり。 
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 1 年目：(2019年度) 

１） センサコードの標準化案(SIS製品コード/SIS設置コード) 

２） センサポータル･実装レベルのインフラ維持管理データベース標準化案 

 

 2 年目：(2020年度) 

３） センサコード管理システム、データベース等のプロトタイプ作成と評価 

４） センサコード(ID)発行管理運営体制案 
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2. 活動計画と実績 

 

2.1. 活動内容 

2.1.1. 活動実績（1 年目） 

センサコード化･データモデル標準化検討 

 センサ活用のニーズ・課題と、コード化・データベースの要件につき、業界関係者にアンケ

ート調査し、整理した。 

 センサ活用時に解決すべき課題を挙げ、それを解決できる要件をもつプラットフォームとし

て、センサコード等の ID コードで紐づけされたリレーショナルなデータモデルを検討した。 

 関係する JAN コードや ucode他を調査検討し、センサコード(製品 ID、設置 ID)のコード仕様

を検討した。 

 データベースにおける、データの登録・更新・表示等の機能を検討した。 

 SIS ポータルサイト(センサコード付与管理を行い、センサ製品情報･設置情報を登録者に公

開するポータルサイト)の仕様を検討した。 

 センサコード仕様および発行管理、センサ情報データベースについての「機能概略」と「基

本設計書」を作成した。 

 

2.1.2. 活動実績（2 年目） 

センサコード化･データモデル標準化検討 

 データベースのプロトタイプを作成した。 

 センサコードの付与を行い、また、維持管理のデータを借用入手してデータベースにデータ

登録し、当初想定の課題についてデータベースをクエリ検索して、検証・評価を実施した。 

 その結果により、必要であればコードおよびデータベースの仕様案の見直しを実施した。 

 センサメーカにおけるセンサコード付与時のメリット、非付与時のデメリットを整理し、コード発

行管理・サイト運用体制の課題を挙げる。 

 センサ製品情報データベースにデータ登録し、製品 ID コードを付与した。 

 施設管理者の協力を得て、テスト運用を実施した。 

 センサコード(ID)の発行管理の運営体制案を示した。 
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2.2. 活動実施フロー 

 

小委員会における活動実施フローを図 2-1 に示す。 

【1 年目】 

 

【2 年目】 

 

図 2.1 活動実施フロー 

  

解決すべき課題
リストアップ

センサコード化･データモデル標準化検討

プラットフォー
ムがもつべき
要件整理

センサコード
仕様検討

リレーショナル
データベース
仕様検討

関連するコード標準の調
査検討

ポータルサイト
仕様検討

センサコード化･データモデル標準化検討

センサコード
仮付与

リレーショナル
データベース

作成

Web機能作成
(登録･変更･検索)

センサコード
仕様検討

リレーショナル
データベース
仕様検討

ポータルサイト
仕様検討

データ登録

コード付与管理
システム仕様

テスト運用

運用課題対策
運営主体検討

コード･データモ
デル標準見直し



 

6 

 

2.3. 活動スケジュール 

  

 本小委員会は、次に示すスケジュール表にしたがい、活動を実施した。 

  

 

 

2.4. 活動体制 

 

スマートインフラセンサのコード・データベース標準化検討小委員会は、小委員会、事務局

からなる構成で運営を実施した。 

それぞれの役割は以下のとおり。なお、小委員会および事務局構成メンバーについては検

討体制を参照のこと。 

 

 小委員会：センサコード化･データモデルの仕様標準化案を基に協議、承認を行う。 

 事務局 ：小委員会の運営・管理等を行うとともに、日本建設情報総合センター 社会

基盤情報標準化委員会への連絡・報告等を行う。 

  

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

小委員会 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

センサコード化・データモデル標準化検討

コード仕様案

（総務省SCOPE　連携データモデル）

データベース仕様案

データベースプロトタイプ作成

（入出力・検索・表示アプリ試作）

データ登録・評価

SISポータルサイト構築

センサ製品情報データベース

サイト運用体制構築

本委員会への報告 ■ ■ ■ ■

2019年 2020年 2021年

種類別・設置別コードの標準仕様案検討 種類別・設置別コードの標準仕様案見直し

データベースの標準仕様案検討 データベースの標準仕様案見直し

仕様検討 作成 試行・評価

データ入手 登録・評価

SISサイト仕様案検討 作成 運用テスト

データ登録・型名IDコード付与

センサコードのメリット整理

コード発行管理・

サイト運用体制課題洗出し

体制作り（登録・変更等）

センサメーカへの説明

テスト運用・課題対策

運用体制案件

中間報告（第1回） 中間報告（第2回） 報告書提出■

（幹事会）

成果報告
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3. 活動詳細 

 

3.1. 解決すべき課題 

  

現状、社会インフラ構造物へのセンサの取付活用は実証実験の段階であり、まだまだ実用化

への解決すべき課題が多くある状況である。上記小委員会の委員から、問題点とセンサコード・

維持管理データベースの必要要件を洗い出して整理した。それを図 3.1に示す。 

 

 

図．3.1 社会インフラ維持管理へのセンサ活用についての問題点と、センサコード・維持管理デ

ータベースに必要な要件 

 

また、それを利用者毎のニーズとして図.3.2 に整理した。 

特に、施設管理者として以下のニーズが大きいことが分かった。 

 

 長期間のモニタリングにおいて担当者の異動の中でも、多数のセンサの取付情報を正確

に管理し、劣化･異常などを早期に把握する。 

 点検現場において、前回点検情報を容易に参照でき、損傷・劣化の進展度を判別する。 

 災害発生時に、健全度や事故の程度を遠隔から把握し、通行止め等の判断の支援情

報に活用する。 

【現行の問題点・課題】
・点検熟練技術者不足（人）
・維持管理コスト増大と予算不足（コスト）
・点検作業効率の低さ（時間）
・発注者意向が強く、新技術提案に限界感
・点検・維持管理においてセンサ・IT技術活用レベル
が低い、支援制度・要領化も不足（技術・サービス）
・インフラ構造(BIM/CIM)・施設・点検情報等が一
元管理されていない（標準化・仕組み）

【センサ/IoT活用の課題】
・モニタリング技術で対環境・電源･通信･データ活用・コス
ト・更新などで課題多い。(コスト、技術、品質・環境）
・センサ開発にフィールド使用データが活用できない。
・センサ活用ガイドラインが未整備（標準）
・センサ設置促進に対する制度支援がない。（制度）
・データ活用のための一元的な情報基盤がない。（仕組み）

【センサコード付与のメリット・課題】
・インフラモニタリングに使えるセンサの選定・更新
時に、製品情報や使用状況などが参照できる。(仕組)
・センサの設置情報が正確にわかり、長期間・広い範
囲で大量なセンサの設置を管理できる。（時間、人)
・センサIDで、維持管理に必要なインフラ構造
(BIM/CIM)や点検情報と紐づけでき、様々なデータ
活用を可能にできる。(技術・サービス）
・コード発行管理の一元化体制が必要。(仕組み)

【センサコード非付与のデメリット】
・長期使用するセンサの更新時に、所望の仕様のセンサを探
し出すのに時間がかかる。（時間）
・大量の設置されたセンサを管理できず、センサの設置情報
やモニタリングデータを特定できない。（仕組み）
・過去や他の関連するモニタリングデータとの関連付けがで
きない。（技術）

【維持管理情報基盤(データベース)メリット】
・センサ設置情報を維持管理に関連する情報をセンサ
IDで紐づけして一元管理でき、点検修繕計画・健全度
分析・劣化予測の精度向上など様々なデータ活用が可
能になる。（サービス、仕組み）
・長期間にわたる維持管理情報を管理できるとともに、
点検・補修コストの低減・適正化につながる。（コス
ト、時間）

【維持管理情報基盤(データベース)の要件】
・センサ設置情報や維持管理に関連する情報(インフラ構造
BIM/CIM、点検情報、センサ製品情報等）とセンサIDで紐
づけられている。
・センサ選定や点検維持管理に必要な機能(登録・変更・検
索等）を有する。また、最新状態に更新維持されている。
・大量なデータを高速に扱えるデータベース
・アクセス管理やセキュリティ保護がしっかりできている。
・外部のデータと交換できるようデータ形式の標準化や
APIのオープン化が必要。
・センサIDコードを一元的に発行管理できる体制が必要
・データの共同利用ができるよう自治体等の施設管理者間
でオープンデータ化の推進が必要。

「利用者」と「ニーズ」を考える
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図．3.2 利用者ごとのセンサ製品情報とセンサ設置情報の活用フェース（ライフサイクル）・ニー

ズ 

 

  

センサ開発 センサ選定 センサ設置 維持管理 研 究

センサメーカ、
設計コンサル

設計コンサル、施設管理者 施設管理者 大学・研究者

登録・更新
検索

登録・更新・検索

ＧＩＳ表示
センサデータ
取込・出力

登録・ＡＲ表示
調書出力

分析

利用者と活用フェーズ（ライフサイクル）・ニーズ

開発 設計 施工 維持管理 研究

利用者 ライフサイクル ニーズ

センサメーカ 開発、
設計施工

･センサ開発時に、インフラ維持管理のフィールドでの使用目的や実
績の情報を取得し、センサ開発の基礎データとする。

測量企業･
設計コンサル

設計施工、
維持管理

･モニタリングの目的に鄭豪したセンサを、センサの使用実績を参考
情報にしながら利用可能なセンサの中から選定(初期･更新時)する。

施設管理者 維持管理 ･長期間のモニタリングにおいて担当者の異動の中でも、多数のセン
サの取付情報を正確に管理し、劣化･異常などを早期に把握する。
･点検現場において、前回点検情報を容易に参照でき、損傷・劣化の
進展度を判別する。
・災害発生時に、健全度や事故の程度を遠隔から把握し、通行止め
等の判断の支援情報に活用する。

大学･研究機関 研究 ･モニタリングデータと、設置条件の相関から、データ分析により劣
化･異常のメカニズムの研究を進める。
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3.2. センサポータル構想 

これらの課題やニーズに応えるため、 

 

 センサコード付与 

 センサ情報データベース 

 

を備えた、「センサポータル」を構想したものを図 3.1 に示す。センサコード管理データベース

と、センサ製品情報データベース、センサ設置情報データベースから構成されるもので、センサ

コード管理センター（仮称・新設予定）による一元管理を想定している。センサメーカや施設管理

者に、センサコードを付与管理し、集約登録されたセンサ製品情報・設置情報を、センサメーカ・

設計コンサル・施設管理者・大学研究機関などの関係者にアクセス利用してもらうサービスを目

指している。 

さらに、自治体などが管理しているインフラ構造物情報や点検情報のデータベースのオープ

ンデータ化されたものとリンクした維持管理プラットフォーム（「スマートインフラ IoT プラットフォー

ム（仮称）」）への発展を目指している。 

ここに集積されたビッグデータに対して AI 技術を活用し、社会インフラ構造物の損傷と老朽化

の診断／予測に役立つものと考えている。 

 

 

図 3.3 「センサポータルとスマートインフラ IoT プラットフォーム（仮称）」の利用シーン 

 

利用者毎にこの「センサポータルとスマートインフラ IoT プラットフォーム（仮称）」の利用シ

目的 橋梁などの老朽化する社会インフラの予防保全と
効果的･効率的な維持管理のため、設置されたセンサのコード付与
管理と、AIによるセンサビッグデータの活用基盤を作る

モニタリング
データベース

点検情報
データベース

ビッグデータ

センサ毎の時系列データインフラ毎の点検情報(画像含む）

インフラ構造
データベース

(国交省)
インフラデータ
プラットフォーム

インフラプロダクトモデル

センサ開発 センサ選定 センサ設置 維持管理 研 究

クラウド
3G/LTE

LPWA 基地局試作機 サーバー
遠隔監視

試作機

試作機

WEB

センサー1

センサー3

ドローン11

センサー2センサ
ネットワー

ク

モニタリングデータ

センサメーカ、
設計コンサル

設計コンサル、施設管理者 施設管理者 大学・研究者

（２）スマートインフラIoTプラットフォームと利用シーン

（１）全体システム構成

利用者

スマートインフラ
IoTプラットフォーム

センサコード管理センター（新設）橋梁

スマートインフラ
IoTプラットフォーム

センサコードをKeyにしたリレーショナルデータベースで構成

センサコードに紐づいたセンサ製品情報・センサ設置情報を検索

センサコード管理
データベース

センサ製品情報
データベース

センサ設置情報
データベース

(連携データベース)

センサコードの発行

センサコードでリンク

土木センサの製品情報 設置センサの型名・位置・時期の情報

背景
社会インフラの老朽化

センサポータル

センサコード管理センター（新設） KIIS

本小委員会
の対象範囲
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ーンを想定し、ユースケースとしてまとめた。 

 

3.2.1. ユースケース１：施設管理者 

 

 

図 3.4 長期間モニタリングの管理 

 

 

図 3.5 災害発生時のインフラ健全度の把握 

 

  

［目的］長期間モニタリングの管理を可能にする。
［利用者］橋梁等インフラ構造物の施設管理者（特に地方自治体）
［シーン(ライフサイクル)］維持管理

［課題］
多数(100万橋×1万個=100億個)のセンサを設置した多数のインフラ(橋梁、トンネル、のり面等)を5年以上
の長期間にわたってモニタリングすると、担当者の数年単位で代替わりもあり、どこにどういうセンサがど
のように設置されているか正確な把握ができない。

［データベース検索］：事務所
所管の橋梁にはどんなセンサがいつから設置されているか、
さらに、そのセンサの用途・機能性能・メーカ名は何か。
［結果］
 橋梁Aの第4径間の主桁の下面、座標(x,y,z)に、2013年5月22日にメーカAの型名KG-2Aを橋軸方向に接

着している。
 KG-2Aは、メーカAの亀裂変位計で、性能は･･･

［データベース検索］：現場
この橋梁に設置されているセンサの場所を探し、その設置情報、モニタリングデータを参照する。
［結果］タブレットにて、データベースを検索し、当該情報を検索参照する。

センサ製品情報
データベース

センサ設置情報
データベース

モニタリング
データベース

点検情報
データベース

土木センサの製品情報 設置センサの型名・位置・時期の情報 センサ毎の時系列データ インフラ毎の点検情報(画像含む）

インフラ構造
データベース

センサコード等でリンク

インフラプロダクトモデル

［目的］災害発生時のインフラの健全度、劣化/破壊度合を遠隔から把握する。
［利用者］橋梁等インフラ構造物の施設管理者（特に地方自治体）
［シーン(ライフサイクル)］維持管理

［課題］
大雨・暴風雨・地震・津波等でインフラへの影響や災害発生の有無や程度は、現場にヘリコプター等で出向
かないと把握できず、通行止め等の判断に人手や時間を要する。

［データベース検索］：事務所
所管の橋梁に、通常を大きく超える力が加わったりしていないか、破壊等されている可能性を示唆するモニ
タリングデータの変化がないかを判定する。
［結果］
 橋梁Aの第4径間の主桁の下面の加速度センサのモニタリングデータが、閾値を大きく超えている。
 橋梁BとCの主桁に這わせて設置した光ファイバセンサのモニタリングデータが、地震発生時に途絶えて

いる。

センサ製品情報
データベース

センサ設置情報
データベース

(連携データベース)

モニタリング
データベース

点検情報
データベース

土木センサの製品情報 設置センサの型名・位置・時期の情報 センサ毎の時系列データ インフラ毎の点検情報(画像含む）

インフラ構造
データベース

センサコード等でリンク

インフラプロダクトモデル
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3.2.2. ユースケース２：設計コンサル 

 

 

図 3.6 センサの選定 

 

3.2.3. ユースケース３：大学・研究機関 

 

 

図 3.7 劣化／変状の要因分析 

 

［目的］センサの初期選定・更新選定時の管理を可能にする。
［利用者］ 設計コンサル
［シーン(ライフサイクル)］設計・施工

［課題］
初期選定時、必要な機能/仕様を満たすセンサがどのメーカからどういう製品名で
出ているか分からない。使用実績情報を参考にしたいが入手できない。
さらに、長期間行われれるセンサが故障した際に、同じ型名のセンサの製品が

生産中止で入手できず、同等の機能性能をもつセンサを素早く適正に探したい。

［データベース検索］：事務所/現場
ひずみ計(分類)にはどういう製品があって、どの橋梁のどこに設置されているか。
その機能・性能・用途を他のひずみ計と比較表示する。

［結果］
 橋梁のひずみ計測には、メーカAの型名KG-2A、メーカBの･･･がある。

メーカAのKG-2Aは、橋梁Dの主桁･･･部、座標(x,y,z)に2013年○月○日から設置
されている。メーカBの○○は、・・・・

 （ひずみ計の製品で相当品と思われるものを選択して）メーカAの○○、メーカBの□□
メーカCの△△の機能・性能・用途等を比較表示する。

センサ製品情報
データベース

センサ設置情報
データベース

(連携データベース)

モニタリング
データベース

点検情報
データベース

土木センサの製品情報 設置センサの型名・位置・時期の情報 センサ毎の時系列データ インフラ毎の点検情報(画像含む）

インフラ構造
データベース

センサコード等でリンク

インフラプロダクトモデル

［データベース検索］：事務所
所管のある橋梁の主桁に定期点検によりクラック(0.3mm、損傷程度B)が発見された。
同様な損傷が発生している橋梁の損傷状況およびモニタリングデータを
把握して参考にしたい。

［結果］
 前回の点検時のクラックは0.05ｍｍで損傷程度がAであった。（急激に変状が進んでいる）
 同様な損傷は、橋梁P(程度A)、橋梁Q(程度B)、橋梁R(程度A)で発生していて、その写真とモニタリング

データを検索取得し、分析検討を行った。

［データベース検索］：事務所
この橋梁の主桁のクラックについて、前回点検時から劣化が進展していないか幅や長さ等を比較したい

［結果］タブレットで当該部位の点検情報を表示する。さらにAR技術により前回の画像を現画像に重ねる。

［目的］劣化/変状の把握と分析を可能とする。
［利用者］大学･研究機関、施設管理者(設計コンサル)
［シーン(ライフサイクル)］研究、維持管理

［課題］
所管のある橋梁の点検結果で損傷が見つかったが、

他の橋梁の同様の損傷の状況や、そのモニタリングデータを検索し、
要因分析したりすることは困難である。

センサ製品情報
データベース

センサ設置情報
データベース

(連携データベース)

モニタリング
データベース

点検情報
データベース

土木センサの製品情報 設置センサの型名・位置・時期の情報 センサ毎の時系列データ インフラ毎の点検情報(画像含む）

インフラ構造
データベース

センサコード等でリンク

インフラプロダクトモデル



 

12 

 

3.2.4. ユースケース４：センサメーカ 

 

 

図 3.8 センサ開発時の基礎データ活用 

 

 

  

［データベース検索］：事務所/現場
当該センサの設置された橋梁とその部材を検索し、

そのモニタリングデータを手繰る。
さらに、（センサ設計仕様評価のため、）点検情報で損傷情報も検索する。

［結果］
 自社の亀裂変位計KG-2Aは、橋梁Aの主桁、橋梁Bの□□、トンネルCの△△に設置されている。
 夫々のモニタリングデータを入手し、インフラ構造や点検情報(損傷情報)を参照し、製品目的や設計仕様

との対比で課題を探った。

［目的］フィールドデータを基礎データとしてセンサ開発に活かせる。
［利用者］センサメーカ
［シーン(ライフサイクル)］開発

［課題］
実際のフィールドでのセンサの設置状況やモニタリングデータの入手は限定的で、
センサ開発へ基礎データとして活用が困難である。

センサ製品情報
データベース

センサ設置情報
データベース

(連携データベース)

モニタリング
データベース

点検情報
データベース

土木センサの製品情報 設置センサの型名・位置・時期の情報 センサ毎の時系列データ インフラ毎の点検情報(画像含む）

インフラ構造
データベース

センサコード等でリンク

インフラプロダクトモデル
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3.3. センサコード管理センター（センサコード発行・管理プロセス） 

 

センサポータルにおいて、センサコードの発行(付与)管理を担う機能をセンサコード管理

センター(仮称)に持たせる予定であるが、その発行管理のプロセスを図 3.7 に示す。 

 

 

図 3.9 センサコードの発行管理プロセス 

 

また、ある橋梁を例に、センサ設置検討から選定・設置、ポータル登録、モニタリング・

健全度分析までの一連のステップをにおいて、センサポータルを活用したシナリオを作っ

た。表 3.1に示す。  

 

表 3.1 センサ設置・モニタリングシナリオ 

 

センサメーカ
（センサ開発・販売）事業者ID申請

②事業者ID付与

センサポータル
センサ届出

③アイテムコード
センサ製品情報登録

センサコード管理センター
（センサコードの発行・管理）

（土木センサポータルサイト運営）

センサ製品情報
データベース

型名ID付き

センサコード
（SISコード）
管理データベース

4910059

000202

A

B

センサコードの登録（型名ID付与登録A･B 、設置ID登録C･D）とアクセス

設計コンサル
施設管理者

大学・研究機関
（センサ検索・選定）

アクセス

付与登録(センサ型名ID) 0004910059000202/16

センサ設置情報
データベース

型名ID付き

センサ設置ID
(ucode)登録

センサ設置情報登
録D

施設管理者
（設計コンサルが代行）

一般会員

登録(センサ設置ID) 00001B00000000030985A4A53F4CFFC1/16

ucode付与

C

YRPユビキタス・
ネットワーキング研究所
（ucodeの発行・管理）

ucode
データベース

特別会員

ステップ 実行者

1
センサ設置
方針の決定

施設管理者
① 橋梁の点検時に劣化(微小な亀裂)ないし劣化の可能性が観測された。
② 劣化(可能性)箇所(主桁)の継続観測の必要性があると判断した。
③ それを常時観測できるようセンサを設置する方針を決めた。

2
センサの
選定

施設管理者
(設計コンサル)

① マイクロクラックを観測できるセンサを選定するため、型名ＩＤ取得済みのセ
ンサが登録されたインフラ構造物用のセンサ製品情報データベースを使用する。

② PCの主桁の亀裂の変位をみるため、適用分野で「亀裂」、「ひび割れ」、「ク
ラック」で検索した。

③ 検索結果で出てきた、センサ（複数）の仕様を比較し、「コンクリート表面の
クラックの変位計測」を目的にし、クラック幅「±２mm」への対応と屋外仕様
で必要な「防滴構造IP65」をもつT社製「亀裂変位計」KG-2Aを選定した。

3
センサの
設置

施設管理者
(設計コンサル)

① もっともひずみが大きくなる可能性がある橋脚間の中央部の主桁に設置する。
② 橋軸と直角方向に亀裂の可能性が大きいので、橋軸方向にセンサを接着する。
③ モニタリングデータを保持するデータロガーまたは無線送信装置を設置する。

4
センサポー
タル登録

施設管理者
(設計コンサル)

① ユビキタスセンターと契約しucode取得し、自社管理で設置ＩＤを設定する。
② 設置ＩＤをセンサポータルを管理しているセンサＩＤ管理センターに登録する。
③ 合わせて、センサの設置情報を登録する。

5
常時モニタ
リング

施設管理者
(設計コンサル)

① モニタリングを実施しモニタリング、データを取得し蓄積する。
② センサポータルにモニタリングデータの蓄積場所のURL等を登録する。

6
健全度(劣
化)把握と
要因分析

施設管理者
研究機関

① モニタリングデータ(必要に応じて、ノイズ除去や加工を行う)を分析し、定期
点検結果と合わせて、劣化の進行があるかを適宜チェックする。
② 劣化の可能性が認められるときに、その要因を分析する。例えば、他の橋梁の
同様の部材で劣化があるかをセンサポータルで検索し、要因分析の参考情報とする。



 

14 

 

 

3.4. センサポータルの機能 

 

センサポータルの機能としては、 

 

 センサコード発行管理機能（製品 ID・設置 ID） 

 センサ製品情報データベース、センサ設置情報データベースの登録・編集・検索

機能 

 

を有する。図 3.10に図示する。その詳細は、次章に示す。 

 

 

 
図 3.10 センサポータルの概略機能 

（２）スマートインフラIoTプラットフォームとエコシステム

（登録編集検索機能）
・センサ製品情報登録編集(センサメーカ)、検索(一般)
・センサ設置情報登録編集(施設管理者)
・旧テーブルexcelやcsvから読込(API)(運用者)
・センサ製品情報検索･仕様比較(一般会員)
・設置情報検索(特別会員)

（センサコード発行管理）
・[型名ID]事業者IDおよび事業者

アカウント発行付与Ⓐ
・アイテムコード受理、

センサ型名ID登録Ⓑ

ビッグデータ×ＡＩ 損傷・老朽化の診断/予測

センサコード管理
データベース

目的 橋梁などの老朽化する社会インフラの
予防保全と効果的･効率的な維持管理のため、
設置されたセンサのコード付与管理と、
AIによるセンサビッグデータの活用基盤を作る

センサ製品情報
データベース

センサ設置情報
データベース

(連携データベース)

モニタリング
データベース

点検情報
データベース

ビッグデータ
センサコード管理センター（新設）

センサコードの発行

センサコードでリンク

土木センサの製品情報 設置センサの型名・位置・時期の情報 センサ毎の時系列データインフラ毎の点検情報(画像含む）

インフラ構造
データベース

スマートインフラ
IoTプラットフォーム

センサポータル
(国交省)

インフラデータ
プラットフォーム

センサコードをKeyにしたリレーショナルデータベースで構成

インフラプロダクトモデル

（センサコード発行管理）
・[設置ID]センサ設置ID受理登録Ⓓ

･･･事業者ID保有センサメーカ
･･･施設管理者アカウント保有者

＊印：土木センサポータルサイトwg
平成27年度研究活動報告書をもとに追加編集

（ポータルメインメニュー）＊
・トップページ
・新着情報
・センサ検索
・新製品・新技術の紹介
・センサを使った取組み事例
・センサコラム
・センサ高度利用ガイドライン(案)
・センサ標準化ガイドライン(案)
・お問合せ Q&A
・ポータルサイト操作説明書
・リンク集
・利用規約
・プライバシーポリシー
・サイトマップ

（アカウント管理）＊
・センサメーカ会員(有料)

センサ製品情報登録･変更（アイテムID）
登録センサ一覧表示

・施設管理者会員(無料)
センサ設置ID登録

・一般会員(無料)
センサ製品情報検索

・特別会員(自治体関係者、研究機関)
＋センサ設置情報検索

・運用者 全機能
・共通機能

ログイン(アカウントID＋パスワード)
アカウント情報登録・編集、ログアウト

土木学会土木情報学委員会
センサ利用技術小委員会
センサポータルサイト試行版→
（現状、停止）
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3.5. センサコード管理 

 

3.5.1. 目的 

インフラ維持管理に必要な情報として個別のセンサにコードを与え、センサの仕様などの情報、

個別センサの設置状況に関する情報を管理する。 

そのためにコードの標準化仕様を定め、一元的にコード番号の発行管理を行うものである。 

 

3.5.2. 対象 

 橋梁・トンネル等の社会インフラ構造物に設置されるセンサ全般とする。 

 

3.5.3. 要件定義（発行管理・情報登録プロセス） 

 センサコードは、製品 ID（製品製品単位）と設置 ID（設置単位）とする。 

 発行管理プロセスは、図 3.13に示すとおりである。 

 

3.5.4. センサ製品 ID 

 センサ製品 IDについては、センサ製品を個別に識別できるよう、センサメーカ（事業者）

の発行依頼に対応して事業者 ID を発行付与し、センサメーカは製品に対応したアイテ

ムコードを付加してセンサ製品 ID としてコード管理センターに登録する。 

 センサ製品情報の登録は、センサ製品 ID を登録した際に、センサメーカがそのセンサ

の製品情報（名称、製品、適用分野、種類、仕様、メーカ製品詳細情報 URL 他）を登

録する。 

 

3.5.5. センサ設置 ID 

 センサ設置 ID については、実際に設置された個々のセンサに付与する ID である

が、施設管理者があらかじめ「YRP ユビキタス・ネットワーキング研究所」から

ucode を取得し、個々のセンサ設置情報を識別するセンサ設置 ID としてコード管

理センターに登録するものとする。 

 センサ設置情報の登録は、センサ設置 ID を登録した際に、施設管理者がその設

置情報（インフラ名、設置部材名、設置日、モニタリングデータ他）を登録する。 

 

3.5.6. コード仕様（案） 

製品 IDおよび設置 IDの仕様（案）については、以下の通りとする。 
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（１） センサ製品 ID 

  

 

図 3.11 センサ製品 ID仕様（案） センサコード(製品 ID/SIS コード) 16桁（64bit） 

 

① type     [3桁 12bit] ：分類、土木学会分類 37種 

                   （max4096種可） 

    => 土木以外の多目的用途が多いので、用途は入れない。 

      したがって当面「０００」固定とする。 

② 事業者 ID    [7桁 28bit] ：事業者 ID 7桁 

               （センサメーカ max1000万社可) 

    => センサコード管理センターが一元発行管理する。 

     買収･合併→引継ぎ会社に統一、 

     社名変更→コードそのままで登録内容を変更で対応とする。 

③ アイテムコード [5桁 20bit]：多くて 10万種/社 

    =>事業者（センサメーカ)が管理する。 

     もし、一杯になった場合は、事業者 ID を追加発行する。 

④ バージョン  [1桁 4bit] ： 

    => 事業者（センサメーカ)が管理する。 

     もし、一杯になった場合は、アイテムコードを追加する。 

 

  



 

17 

 

（２） センサ設置 ID 

センサ個別設置 ID 32 桁（128bit） 

 

 

 

 

 Class D での運用を想定しているため、SLDc 56bit、ic 48bitの構成となる。 

図 3.12 センサ個別設置 ID仕様（案） 
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3.6. コード発行管理・情報登録機能 

 コード発行管理および情報登録機能の業務機能関連図を図 3.13に示す。 

 

 

図 3.13 コード発行管理および情報登録機能 業務機能関連図 
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 各コードの発行管理および情報登録機能については、以下のとおりとする。 

 

3.6.1. 製品 ID 発行管理とセンサ製品情報登録 

 センサ製品 ID については、センサコード管理センターが事業者（センサメーカ）からの依頼に対

応して事業者 ID を発行し、発行を受けた事業者 ID にアイテムコードとバージョンを付与したセン

サ製品 ID を事業者が登録し、センサコード管理センターにおいて管理するものとする。 

センサ製品情報については、センサ製品 ID の登録と合わせて、センサコード管理センターへ、

事業者により情報登録するものとする。 

 

3.6.2. 設置 ID 登録管理とセンサ設置情報登録 

 個別のセンサの設置個所を識別するセンサ設置 IDについては、ひとつひとつのセンサ個体ごと

の識別が必要な事から、各設置事業者が ucode（ユビキタスコード）の割当を受け、割当を受け

た ucode の範囲において、センサ個別に設置 ID コードを付与するものとする。 

なお、ucode の割り当てについては、各設置事業者から YRP ユビキタス・ネットワーク研究所

へ割当申請を行い、割り当てを受けるものとする。 

各設置事業者は図 3.12 の SLDc の部分までを指定された ucode割当を受け、各設置事業

者の管理の元、icの部分の個体識別番号を設置個所ごとに割り振るものとする。 

センサコード管理センターには、128bitの ucode を設置 ID として登録するものとする。 

 設置事業者は、設置 ID の登録と合わせ、設置センサ名、設置日、設置方法などのセンサ設

置情報を合わせて登録するものとする。 

 

3.7.  暫定付与例 

 製品 IDおよび設置 IDの付与例を以下に示す。 

 

■センサ製品 ID付与例 

０００４９１００５９０００２０２ 

  type     ：固定「０００」 

  事業者 ID   ：「４９１００５９」 

  アイテムコード：「０００２０」 

  バージョン  ：「２」 
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■センサ設置 ID付与例 

００００１C０００００００００３０９８５Ａ４Ａ５３Ｆ４ＣＦＦＣ1 

  Version：「０」 

  TLDc ：「０００１」 

  cc   ：class D「C」 

  SLDc ：class D なので１４桁「０００００００００３０９８５」 

  ic   ：class D なので１２桁「Ａ４Ａ５３Ｆ４ＣＦＦＣ１」 

 

3.8. センサ情報データベース 

 

3.8.1. 目的 

市販されているセンサ製品の情報およびインフラに設置された情報を一元管理するため

のデータベースを構築し、 

 

1) センサの製品情報（名称、製品、適用分野、種類、仕様、メーカ製品詳細情報 URL 他）

を検索することで、センサの種類や目的、用途などによる検索や類似センサ間のスペッ

ク比較など、センサ選定における作業効率の向上を図ること、 

2) センサの設置情報（インフラ名、設置部材名、設置日、モニタリングデータ他）を検索で

き、長期間の多数のセンサ取付情報の正確な管理や、損傷・劣化の把握分析を可能

とすること、 

 

を目的とする。 

 

3.8.2. 対象 

管理対象のデータベースは、センサ製品に関する情報、センサの設置に関する情報とす

る。 

 

3.8.3. 要件定義 

 センサ製品情報として、センサ製品 ID、製品名称、製品／型番、製造者、販売開始日

を記録する。また、製品のカテゴリ情報として、適用分野、センサ種類を記録する。 

 その他、製品のスペック、URL系の情報、問合せ先などを記録する。 

 センサ設置情報として、設置 ID、設置センサ名、設置日、設置方法、設置方向、設置

目的を記録する。その他に、取付角度、位置、緯度、経度、標高といった座標系を管

理できること、また、取付図面、取付写真が管理できること、取付図面および取付写真
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については複数のオブジェクトを管理できることとする。 

 センサポータルの対象外であるが、動作検証する上で必要なインフラデータベースを

作成し、センサ情報と連携するために、設置センサとインフラ構造物の部材をセンサコ

ード（製品 ID、設置 ID)他で紐づけて管理することとする。 

 センサメーカは、他の設計施工者、点検補修者などとは別に、単独でマスタ管理する

こと。 

 センサ情報の検索機能は、①「センサ製品情報のみの条件検索」、②「センサ製品情

報とセンサ設置情報による条件検索」を利用者の利用権限に応じて機能提供を制御

する。また、検索結果は一覧表示し、表示項目にはセンサ画像を含める。検索結果一

覧から、センサ情報の詳細表示を行えることとする。 

 各マスタデータに対して、GUI による新規登録機能、修正機能、削除機能を有すること。

当該機能は利用者の利用権限に応じて使用可否を制御すること。 

 各マスタデータまた、ＣＳＶデータによる新規登録機能を有すること。当該機能は利用

者の利用権限に応じて使用可否を制御すること。 

 各データテーブルの主キーは、単一項目で一意となる項目とする。 

 

各テーブルの紐づけされた構造を以下の図.3.14 以降に示す。なお、本小委員会では、

「橋梁」をインフラ構造物の対象とした。 

 

 

図.3.14 センサ製品情報、及びインフラ情報とセンサ設置データベス（連携データベース）

の関係構造図（E-R図 概要版） 

PK sensor_info_key PK sensor_key PK bridge_key

ID sensor_info_id FK member_key ID bridge_id

FK sensor_info_key

FK sensor_setting_key

ID sensor_install_id PK bridge_part_key

FK bridge_key

PK monitoring_key PK member_key

FK sensor_key FK bridge_part_key

monitoring　　 URL http ID member_id

_data　　

PK maintenance_key

FK bridge_key

bridge_member

(橋梁の部材)

maintenance

(点検情報)

E-R図（概略）
sensor_information

(センサの製品情報)

sensor

(センサの設置情報)

bridge

(橋梁の諸元)

monitoring

(モニタリングメタデータ)

bridge_part(橋梁の工種)

インフラ構造
データベース

連携
データベース

センサ製品情報
データベース

インフラ
データモデル

標準化検討対象外

センサ
データモデル

連携
データモデル

オントロジーレベル
統合データモデル
大阪大学(総務省SCOPE)

データモデルに整合した
実装レベルの
データベース標準案

リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
成
す
る
テ
ー
ブ
ル
と

紐
づ
け
す
るK

e
y

PK：主Key
FK：従Key

センサ
製品ID

センサ
設置ID

■標準化への取組み：IFC（Industry Foundation Classes）※に準
拠したインフラデータモデルと互換性を持っている。

※2018年、buildingSMART International（bSI）がISO16739:2018を発行。2020年11月、
インフラ分野（地盤，土工，道路，鉄道，港湾）を拡張したIFC4.3RC2を公開。
国土交通省へ政策・制度化の方向で働きかけていく。
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図.3.15 センサ製品情報、及びインフラ情報とセンサ設置データベス（連携データベース）の関係構造図（E-R図 詳細版） その１ 
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図.3.16 センサ製品情報、及びインフラ情報とセンサ設置データベス（連携データベース）の関係構造図（E-R図 詳細版） その２ 
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［センサデータモデル］ 

 sensor_information table ･･･ センサの製品情報に関するテーブル 

 sensor_manufacturer table ･･･ センサメーカの情報に関するテーブル 

 rel_sensor_network table ･･･ 設置センサとネットワークの連携テーブル 

 sensing_network table ･･･ ネットワーク(グループ)に関するテーブル 

 monitoring table ･･･ モニタリングデータのメタデータテーブル 

 

［連携データモデル］※センサデータモデルとインフラデータモデルを連携するデータモデル 

① rel_member_sensor table ･･･ 部材と設置センサの連携テーブル 

② sensor table   ･･･ センサの設置位置等に関するテーブル 

③ sensor_setting table  ･･･ センサの設置位置等に関するテーブル(共通情報) 

 

［インフラデータモデル（橋梁）］ 

 bridge table      ･･･ 橋梁の諸元に関するテーブル 

 bridge_infomation table ･･･ 橋梁の諸元に関するテーブル(詳細情報) 

 bridge_part table      ･･･ 橋梁の工種に関するテーブル 

 bridge_part_superstructure_info table ･･･橋梁の上部工に関するテーブル(詳細情

報) 

 bridge_part_substructure_info table ･･･ 橋梁の下部工に関するテーブル(詳細情

報) 

 bridge_part_bearing_info table ･･･ 橋梁の支承に関するテーブル(詳細情報) 

 bridge_member table  ･･･ 橋梁の部材に関するテーブル 

 bridge_member_infomation table  ･･･橋梁の部材に関するテーブル(詳細情報) 

 maintenance table    ･･･ 点検履歴のテーブル 

 rel_maintenance_member table ･･･ 点検と部材の連携テーブル 

 degradation table   ･･･点検の結果得られた損傷および補修情報に関するテーブ

ル 

 

  ［その他のデータモデル］ 

 rel_company table ･･･ 設計･施工･管理会社に関する連携テーブル 

 company table ･･･ 設計･施工･管理会社に関するテーブル 
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3.8.4. テーブル仕様（案） 

 「3.8.3 要件定義」で示した「図.3.14、及び図 3.15 センサ製品情報、及びインフラ情報とセンサ設置データベス

（連携データベース）の関係構造図（E-R 図 詳細版）」のうち、センサ製品情報、センサ設置情報、インフラ構造物

（橋梁）情報のデータモデルのテーブル仕様（案）について、以下に示す。加えて、ユーザアカウントに関するデータベ

ーステーブルの仕様（案）についても示す。 

 

●センサ製造者テーブル 

 

 

●センサの製品情報テーブル 
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●センサ製品写真テーブル 

 

 

●（連携）部材とセンサの設置テーブル 

 

 

●設置センサテーブル 

 

 

 設置位置については、どの部材 (member_key)のどの位置 (setting_position_x,y,z)にどういう角度

(setting_angle_x,z)でついているかの設定ができる。 

設置位置と角度の表現定義を以下に図示する。 
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図.3.17 部材軸 に対するセンサ位置と角度の表現 

  

部材軸に関する距離 部材Z軸に関する角度（κ） 部材X軸に関する角度（ω）

部材軸に対するセンサ位置と角度の表現

部材の中の
位置

部材との
角度

部材軸に関する角度の例（その１）

部材

センサ

センサ κ ω 

Sensor1 0 0 

Sensor2 0 90 

Sensor3 0 180 

Sensor4 0 270 

 

(ｚ軸) (ｘ軸)
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●設置センサ取付写真テーブル 

 

●設置センサ構造図テーブル 

 

 

●センサの共通設置情報テーブル 

 

 

●センシングネットワークテーブル 
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●（連携）センサ設置とセンシングネットワークテーブル 

 

 

●モニタリングテーブル 

 
 

●管理・設計施工・製造・点検補修者テーブル 

 

 

●（連携）管理・設計施工・製造・点検補修者テーブル 
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●橋梁テーブル 

 
 

●橋梁の諸元テーブル 
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●橋梁工種テーブル 

 

 

●上部工情報テーブル 

 
 

●下部工情報テーブル 
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●支承情報テーブル 

 
 

●部材テーブル 

 

 

●部材情報テーブル 
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●点検テーブル 

 

 

●（連携）部材と維持管理テーブル 

 
 

●損傷・補修テーブル 
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●ユーザーアカウントテーブル 

 

 

●アカウント種別マスタテーブル 

 
●権限種別マスタテーブル 
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●ユーザアカウント情報テーブル 

 

●会費収納情報テーブル 

 

 

●適用分野マスタテーブル 
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●センサ種類マスタテーブル 

 

 

●アクセスログテーブル 
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3.9. 発行編集検索機能 

 

3.9.1. センサ製品情報 ID発行・登録・編集・検索 

センサ製品 ID 発行・登録・編集・検索機能に関する画面遷移図、及び画面の設計イメージ、及び各画面における

機能を次に示す。 

 

 

図.3.18 センサ製品 ID発行・登録・編集・削除の画面遷移図 
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●センサ製品情報一覧表示画面 

 
（機能） 

 絞込み条件を設定すると右側の一覧に表示される内容が変わる。 

 チェックボックスの変更は即時反映する、その他はテキスト入力後「虫めがね」のアイコンをクリックして反

映する。 

 一覧表示された画像やテキストをクリックするとセンサ製品の詳細情報を表示する。 

 利用者に設置情報の参照権限があれば、設置情報の条件を絞込み条件に追加表示する。 
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●センサ製品情報詳細表示画面 

 
（機能） 

 選択されたセンサの製品情報を表示する。 

 前製品、次製品のボタンを設け、一覧表示していた前後のデータの詳細内容に表示を切り替える。 

 利用者に設置情報の参照権限があれば、選択されたセンサの設置情報に表示を切り替えるボタンを表

示する。 

 利用者に製品情報の更新（削除）権限があれば、更新（削除）ボタンを表示し、それぞれの処理画面を表

示できるようにする。 
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●センサ設置情報一覧表示画面 

 

（機能） 

 選択されたセンサの設置情報を一覧表示する。 

 前製品、次製品のボタンを設け、一覧表示していた前後のデータ詳細内容に表示を切り替える。 

 センサの製品情報に表示を切り替えるボタンを表示する。 

 設置詳細情報画面へ画面遷移することができる 

 

●センサ設置情報詳細表示画面 

 
（機能） 

 選択されたセンサの設置詳細情報を表示する。 

 前設置、次設置のボタンを設け、一覧表示していた前後のデータ詳細内容に表示を切り替える。 
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●センサ製品 ID登録・製品情報登録画面 

 

（機能） 

 センサの製品情報を登録する。 

 センサ製品 IDは重複しないよう制御する。 

 センサの写真（画像）を登録する。 

  



 

42 

 

●センサ製品情報更新画面 

 

（機能） 

 登録済みセンサの製品情報を更新する。 

 センサの写真（画像）を登録／削除する。 
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●センサ製品情報削除画面 

 

（機能） 

 登録済みセンサの製品情報を削除する。（論理削除） 

 センサの写真（画像）を同時に削除する。 

 設置情報が登録されている場合はその旨のメッセージを表示し、削除不可とする。 

 

●センサ製品写真登録画面 

 

（機能） 

 センサ製品の写真情報を登録する。 

 画面の初期表示は新規登録モード、画面右側の登録済み写真をクリックすると、登録済みの内容を左側

に表示し、更新や削除ができる。クリアをクリックすると初期表示モードとなる 
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3.9.2. センサ設置 ID発行・登録・編集・検索 

センサ設置 ID発行・登録・編集・検索機能に関する画面遷移図、及び画面設計イメージ、及び機能を次に示す。 

 

 

図.3.19 センサ設置 ID登録・設置情報登録の画面遷移図 
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●センサ設置 ID登録・設置情報登録画面 

 

（機能） 

 センサの設置情報を登録する。 

 センサ個別設置 IDは重複しないよう制御する。 

 センサ製品 IDは存在する有効な IDが指定されるよう制御する。 

 設置センサの「取付写真（画像）」「取付図面」「設置した部材」「取付センサを構成するネットワーク」を登

録する。それぞれ、チェックボックスをオンにした場合、順次、対応する登録画面を表示する。 
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●センサ設置取付写真登録画面 

 

（機能） 

 センサ設置時の取付写真情報を登録する。 

 画面の初期表示は新規登録モード 

 画面右側の登録済み写真をクリックすると、登録済みの内容を左側に表示し、更新や削除ができる。クリ

アをクリックすると初期表示モードとなる 

 

●センサ設置取付図面登録画面 

 
（機能） 

 センサ設置時の取付図面情報を登録する。 

 画面の初期表示は新規登録モード 

 画面右側の登録済み図面をクリックすると、登録済みの内容を左側に表示し、更新や削除ができる。クリ

アをクリックすると初期表示モードとなる 

  



 

47 

 

●センサ設置部材登録画面 

 

（機能） 

 センサを設置した部材を登録する。 

 画面の初期表示は新規登録モード 

 画面右側の登録済み部材をクリックすると、登録済みの内容を左側に表示し、更新や削除ができる。クリ

アをクリックすると初期表示モードとなる 

 

●センサ設置ネットワーク登録画面 

 

（機能） 

 設置したセンサを構成するネットワークを登録する。 

 画面の初期表示は新規登録モード 

 画面右側の登録済みネットワークをクリックすると、登録済みの内容を左側に表示し、更新や削除ができ

る。クリアをクリックすると初期表示モードとなる 

※ モニタリングデータはネットワーク単位に登録される。 
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●センサ設置情報更新画面 

 

（機能） 

 登録済みのセンサ設置情報を更新する。 

 センサ製品 IDは存在する有効な IDが指定されるよう制御する。 

 設置センサの「取付写真（画像）」「取付図面」「設置した部材」「取付センサを構成するネットワーク」「モニ

タリングデータ」の登録画面を起動できる。 

 

●センサ設置情報削除画面 

 

（機能） 

 登録済みのセンサ設置情報を削除する。（論理削除） 

 連携する「取付写真（画像）」「取付図面」「設置した部材」「取付センサを構成するネットワーク」「モニタリ

ングデータ」の各データも削除する。（論理削除） 
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●モニタリング情報登録画面 

 

（機能） 

 モニタリングデータ情報を登録する。 

 画面の初期表示は新規登録モード 

 画面右側の登録済みモニタリング名をクリックすると、登録済みの内容を左側に表示し、更新や削除がで

きる。クリアをクリックすると初期表示モードとなる 

 

●構造物情報一覧表示画面 

 

（機能） 

 絞込み条件を設定すると右側の一覧に表示される内容が変わる。 

 チェックボックスの変更は即時反映する、その他はテキスト入力後「虫めがね」のアイコンをクリックして反

映する。 

 一覧表の詳細ボタンをクリックすると構造物の詳細情報を表示する 
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●構造物情報詳細表示画面 

 

（機能） 

 選択された構造物の詳細情報を表示する。 

 前構造物、次構造物のボタンを設け、一覧表示していた前後のデータ詳細内容に表示を切り替える。 
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3.9.3. インフラ構造物情報登録・編集・検索 

 インフラ構造物情報の登録・編集・検索機能に関する画面遷移図、及び画面設計イメージ、及び機能を次に示す。 
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図.3.20 インフラ構造物の登録・編集・検索画面遷移図 

●構造物情報登録画面 

 

（機能） 

 構造物の情報を登録する。 

 橋梁 IDは重複しないよう制御する。 

 

  



 

53 

 

●構造物情報更新画面 

 

（機能） 

 登録済みの構造物情報を更新する。 

 橋梁 IDは存在する有効な IDが指定されるよう制御する。 

 橋梁の「上部工」、「下部工」、「支承」、「部材」、「点検」の登録画面を起動できる。 
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●構造物情報削除画面 

 

（機能） 

 登録済みの構造物情報を削除する。（論理削除） 

 「工種」や「部材」または「点検」の情報が登録されている場合はその旨のメッセージを表示し、削除不可

とする。 
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●上部工登録画面 

 

（機能） 

 上部工情報を登録する。 

 工種名は同一構造物（橋梁）内で重複しないよう制御する。 

 画面の初期表示は新規登録モード 

 画面右側の登録済み径間番号をクリックすると、登録済みの内容を左側に表示し、更新や削除ができる。

クリアをクリックすると初期表示モードとなる。 

 上部工に登録されている部材情報を一覧表示する。部材の登録画面を呼び出すことができる。 

 「部材」や「点検」の情報が登録されている場合はその旨のメッセージを表示し、削除不可とする。 
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●下部工登録画面 

 

（機能） 

 下部工情報を登録する。 

 工種名は同一構造物（橋梁）内で重複しないよう制御する。 

 画面の初期表示は新規登録モード 

 画面右側の登録済み躯体番号をクリックすると、登録済みの内容を左側に表示し、更新や削除ができる。

クリアをクリックすると初期表示モードとなる。 

 下部工に登録されている部材情報を一覧表示する。部材の登録画面を呼び出すことができる。 

 「部材」や「点検」の情報が登録されている場合はその旨のメッセージを表示し、削除不可とする。 

 

●支承登録画面 

 

（機能） 

 支承情報を登録する。 

 工種名は同一構造物（橋梁）内で重複しないよう制御する。 

 画面の初期表示は新規登録モード 

 画面右側の登録済み径間番号をクリックすると、登録済みの内容を左側に表示し、更新や削除ができる。

クリアをクリックすると初期表示モードとなる。 

 支承に登録されている部材情報を一覧表示する。部材の登録画面を呼び出すことができる。 

 「部材」や「点検」の情報が登録されている場合はその旨のメッセージを表示し、削除不可とする。 
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●部材登録画面 

 

（機能） 

 部材情報を登録する。 

 部材 IDは同一構造物（橋梁）内で重複しないよう制御する。 

 画面の初期表示は新規登録モード 

 画面右側の登録済み径間番号をクリックすると、登録済みの内容を左側に表示し、更新や削除ができる。

クリアをクリックすると初期表示モードとなる。 

 「点検」の情報が登録されている場合はその旨のメッセージを表示し、削除不可とする。 

 

●点検登録画面 

 
（機能） 

 点検情報を登録する。 

 維持管理名は同一構造物（橋梁）内で重複しないよう制御する。 

 工種または部材のいずれかを指定する。 

 画面の初期表示は新規登録モード 

 画面右側の登録済み維持管理名をクリックすると、登録済みの内容を左側に表示し、更新や削除ができ

る。クリアをクリックすると初期表示モードとなる。 

 「損傷・補修」の情報が登録されている場合はその旨のメッセージを表示し、削除不可とする。 
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●損傷・補修登録画面 

 

（機能） 

 損傷・補修情報を登録する。 

 損傷名は同一構造物（橋梁）内で重複しないよう制御する。 

 維持管理名および工種または部材のいずれかを指定する。 

 画面の初期表示は新規登録モード 

 画面右側の登録済み維持管理名をクリックすると、登録済みの内容を左側に表示し、更新や削除ができ

る。クリアをクリックすると初期表示モードとなる。 
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4. 「センサポータル」の運用検討（案） 

 

4.1. センサポータルの運用全体概要 

  

本小委員会では、ここまで述べてきたとおり、センサポータルにおけるセンサ製品情報とセンサの設置情報に関す

るデータベースの標準化仕様の検討を実施した。 

 また、センサポータルを運用するための検討も併せて行った。 

 以下、検討結果を示す。 

 

 運用主体：「センサコード管理センター」がセンサポータルの運用主体を担う。運用主体は次の役割を担う。 

 センサコードの発行管理 

 事業者 IDを申請者（センサメーカ等）に発行し、事業者 IDを受付・管理する。 

 センサ設置 ID群を申請者（施設管理者等）に発行し、センサ設置 IDを受付・管理する。 

 センサポータルに対するアクセス権限を得るための、アカウントを発行・管理し、登録されたセンサ製

品情報、センサ設置情報を管理する。 

 センサポータルに対するアクセス権限を持った利用者に対し、以下の「利用者」に記載する機能を提

供する。 

 

 利用者： 

 センサメーカ：センサ製品情報の登録を行う。センサメーカがセンサポータルにアクセスすることで、

「センサ製品 ID」がセンサポータルから付与され、センサ製品情報の登録が行える。 

 施設管理者：インフラ構造物にセンサを設置した情報の登録を行う。センサ設置情報を登録する際、

「センサ設置 ID」をユニークなコードとして割り振る。本コードはYRPユビキタス・ネットワーキング研究所

が発行する「ucode」を使用する。 

 一般会員：センサポータルに登録されている「センサ製品情報」の検索を行える。 

 特別会員：センサポータルに登録されている「センサ製品情報」に加え、「センサ設置情報」までの検

索を行える。 
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図．4.1 センサポータルの運用検討（案） 

  

センサメーカ
（センサ開発・販売）事業者ID申請

②事業者ID付与

センサポータル
センサ届出

③アイテムコード
センサ製品情報登録

センサコード管理センター（仮）
（センサコードの発行・管理）

（土木センサポータルサイト運営）

センサ製品情報
データベース製品ID付き

センサコード
（SISコード）
管理データベース

4910059

000202

設計コンサル
施設管理者

大学・研究機関
（センサ検索・選定）

アクセス

付与登録(センサ型名ID) 0004910059000202/16

センサ設置情報
データベース

設置ID付き

センサ設置ID
(ucode)登録

センサ設置情報登録

施設管理者
（設計コンサルが代行）

一般会員

登録(センサ設置ID) 00001B00000000030985A4A53F4CFFC1/16

ucode付与

YRPユビキタス・
ネットワーキング研究所
（ucodeの発行・管理）

ucode
データベース

特別会員

センサコードの登録（製品ID付与登録A･B 、設置ID登録C･D）とアクセス

B

C

D

Ａ

￥

￥
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4.2. アカウント発行の流れ 

 

 次に、アカウントの発行管理に関するフローを「業務関連機能図」として整理したものを示す。アカウント発行の手順

は次のとおり。 

 

① 利用者（申請者）にて、申請書を PDF で作成し、電子メールで、センサコード管理センサー（仮称）宛にアカウ

ント発行の申請を行う。 

② センサコード管理センター（仮）でアカウントの発行の申請を受け付けた後、申請された内容に関する審査を行

う。 

③ 審査の結果、内容に問題がなければ仮のアカウントを発行し、利用者（申請者）に対して仮のアカウント発行の

連絡を行う。 

④ 利用者（申請者）は仮のアカウントでセンサポータルにログインし、申請内容の確認を行う。 

⑤ 次に、パスワードの変更を行い、本登録を実施する（なお、申請内容に誤りや変更等があれば、この段階で修

正することも可能）。 

⑥ 本登録が完了した後、センサポータルにログインし、各会員の権限に応じたメニューに基づいた機能を利用す

る。 

 

 

図．4.2 アカウント発行管理の流れ（案）（業務機能関連図） 
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4.3. センサポータル利用者のサービス利用権限 

 

 センサポータル利用者のサービス利用権限は、「4.1 センサポータルの運用全体概要」に記載したとおり。以下に、

再掲する。 

 

 運用主体：「センサコード管理センター」がセンサポータルの運用主体を担う。運用主体は次の役割を担う。 

 センサコードの発行管理 

 事業者 IDを申請者（センサメーカ等）に発行し、事業者 IDを受付・管理する。 

 センサ設置 ID群を申請者（施設管理者等）に発行し、センサ設置 IDを受付・管理する。 

 センサポータルに対するアクセス権限を得るための、アカウントを発行・管理し、登録されたセンサ製

品情報、センサ設置情報を管理する。 

 センサポータルに対するアクセス権限を持った利用者に対し、以下の「利用者」に記載する機能を提

供する。 

 

 利用者： 

 センサメーカ：センサ製品情報の登録を行う。センサメーカがセンサポータルにアクセスすることで、

「センサ製品 ID」がセンサポータルから付与され、センサ製品情報の登録が行える。 

 施設管理者：インフラ構造物にセンサを設置した情報の登録を行う。センサ設置情報を登録する際、

「センサ設置 ID」をユニークなコードとして割り振る。本コードはYRPユビキタス・ネットワーキング研究所

が発行する「ucode」を使用する。 

 一般会員：センサポータルに登録されている「センサ製品情報」の検索を行える。 

 特別会員：センサポータルに登録されている「センサ製品情報」に加え、「センサ設置情報」までの検

索を行える。 

 

 
図．4.3 センサポータル利用者のサービス利用権限とサービスアカウント発行管理の流れ（案） 
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5. センサコードの標準仕様、データベース、及びセンサポータルに関する有効性の検証 

 

5.1. 有効性検証作業の実施目的 

  

「１．検討の背景・目的」で述べたとおり、現在、我が国のインフラ構造物のインフラ維持管理に必要な情報として個別

のセンサにコードを与え、センサの仕様などの情報、個別センサの設置状況に関する情報を有機的に結合されたデ

ータベース化するためのデータモデルの標準化が行われていない。 

これらのデータモデルの標準化仕様について整理するため、第３章に記載したとおり、まずは利用者ごとの課題とニ

ーズを整理し、センサコード、維持管理データベースの仕様（構造と項目）の整理を行った。 

次に第４章で、センサ製品に付与すべきコードと、インフラ構造物に付与すべきコードの仕様案の整理、及び各コー

ドの発行・編集・検索機能についての要件定義を行った。 

これらのまとめとして、本小委員会では「センサポータル」のプロトタイプを作成し、センサ製品情報の登録、及びセ

ンサ設置情報の登録を行った。これらの情報登録を行うことで、本小委員会が目的とした、インフラ構造物の維持管

理におけるセンサ・IoT の活用を促進するための、①センサコードの仕様に関する標準化案の作成、②土木構造物に

設置したセンサに関する実装レベルのインフラ維持管理データベースの標準化案の作成、及び③センサコード管理・

センサポータル・維持管理データベースを作成し、これらの有効性を検証するとともに、運用上の問題点や課題を洗

い出すとともに、これらの解決案に関する検討を行った。具体的な検討、実証・検証作業は次のとおり。 

 

① スマートインフラセンサ※1（以下SIS）に付与するセンサコードの仕様の標準化案の作成 

② 土木構造物に設置したセンサに関する実装レベルのインフラ維持管理データベースの標準化案の作成 

③ センサコード管理・センサポータル・維持管理データベースの作成、評価、及び運営主体案検討 

 

5.2. 検証作業の実施概要 

 

 本小委員会では、検証作業を実施するに際して、施設管理者 A社等の協力のもと、「施設管理者」の立場から、「イ

ンフラ構造物情報の登録」、「センサ設置 ID・センサ設置情報」のデータ登録を行った。実施概要は次のとおり。 

 

 実施期間：2020年10月6日～2021年2月19日 

 実 施 者：施設管理者A社、及び本小委員会委員 

 実施環境：インターネット上に「センサポータル」プロトタイプを作成、公開 

 

 なお、センサ製品情報の登録は、施設管理者等から提供されたセンサ製品情報をもとに、事務局にて登録を実施し

た。また、事務局においても、センサ設置 ID、及びセンサ設置情報の登録を実施した。 

 

 「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ設置 ID・設置情報」の登録に関する流れは次のとおり。 

                                         

※1 Smart Infrastrcture Sensor Codeの略称。橋梁等の社会インフラの維持管理のために設置され、無線通信や IoT等のネットワークで接続されているセンサ。 



 

64 

 

 

図．5.1 センサポータルにおける「センサ設置 ID・設置情報」登録の流れ 

 

 

 

  

インフラ構造物の情報を登録①

橋梁の諸元情報を登録①－１

橋梁の上部工・下部工・支承情報
を登録

①－２

橋梁の部材情報を登録①－３

センサ設置ID・センサ設置情報を登録②

センサ設置IDを登録
（ucodeの付与・登録）

②－１

センサ型名IDから設置するセンサ
を選択し、設置センサ名を入力

②－２

構造物名からセンサを設置する構
造物を選択

②－３

部材IDからセンサを設置する部材
を選択

②－４

センサ設置情報を登録②－５

センシングネットワークから設置
したセンサのグループを選択

②－６ モニタリングデータの登録②－７

今回は対象外です。
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5.3. 検証作業で実証された有効性 

  

 検証作業を実施した結果、以下に示す①～③について検討しした。この結果、センサコードで紐づけされたセンサ

製品・設置情報によるセンサポータルを作成することで、適切なセンサ製品の選定が行えることと、設置したセンサが

インフラ構造物のいつ、どこに、どのように、どういう目的で設置されたのかを検索が可能であることが検証することが

できた。これにより、センサ開発・センサ選定/設置・点検維持管理・分析研究の各場面にデータ活用できる第一歩を

示せた。 

 

■検証作業で実施した内容（達成目標） 

① スマートインフラセンサに付与するセンサコードの仕様の標準化案の作成 

１） SIS製品コード（製品毎の ID）に関する標準化仕様 

２） SIS設置コード（設置毎の ID）に関する標準化仕様 

 

② 土木構造物に設置したセンサに関する実装レベルのインフラ維持管理データベースの標準化案の作成 

１） SIS製品情報データベースに関する標準化仕様 

２） SIS設置情報データベースに関する標準化仕様 

 

③ センサコード管理・センサポータル・維持管理データベースの作成、評価、及び運営主体案検討 

 

確認した有効性の詳細は次のとおり。 

 

① スマートインフラセンサに付与するセンサコードの仕様の標準化案の作成 

１） SIS製品コード（製品毎の ID）に関する標準化仕様 

 SIS 製品コードの標準化案を検討・作成した。コードは 16 桁（64 ビット）とした。コード仕様の詳細は「3.5.7. 

センサ製品 ID」を参照。 

 センサメーカ（事業者）の発行依頼に対応して事業者 ID を発行付与することで、センサメーカが製品に対

応したアイテムコードを付加して「センサ製品 ID」としてセンサコード管理センターに登録することで、センサ

製品 IDにより、センサ製品を個別に識別できるようになった。 

 

２） SIS設置 ID（設置毎の ID）に関する標準化仕様 

 SIS設置コードの標準化案を検討・作成した。コードは32桁（１２８ビット）とした。コード仕様の詳細は「3.5.8. 

センサ設置 ID」を参照。 

 センサ設置 IDについては、実際に設置された個々のセンサに付与する ID として、施設管理者が「YRPユ

ビキタス・ネットワーキング研究所」から取得した ucodeにより、センサ設置 IDから個々のセンサ設置情報

を識別することができるようになった。 

 

② 土木構造物に設置したセンサに関する実装レベルのインフラ維持管理データベースの標準化案の作成 

１） SIS製品情報データベースに関する標準化仕様 

 ステークホルダ（センサメーカ、施設管理者／設計コンサルタント、大学・研究機関）毎にユースケースを

整理した上で、SIS製品情報、及びSIS設置情報の登録・更新・表示・検索を行うことで、インフラ構造物の

維持管理を効率的、かつ適正に行うため多数のセンサを長期間活用するため、①のセンサコードで紐づ

けされたリレーショナルなデータベースのテーブル構造案を検討した。検討の結果、次の内容について有

効であることを確認した。 

 

 センサメーカがセンサの製品情報（名称、製品、適用分野、種類、仕様、メーカ製品詳細情報 URL

他）の登録が可能になった。 
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 登録されたセンサの製品情報（名称、製品、適用分野、種類、仕様、メーカ製品詳細情報 URL 他）

を検索することで、センサの種類や目的、用途などによる検索や類似センサ間のスペック比較など、

センサ選定における作業効率の向上が図れるようになった。 

 登録情報を参照することにより、センサ製品 IDにより、センサ製品を個別に識別できるようになった。 

 

２）センサ設置情報データベースに関する標準化仕様 

 インフラ構造物に設置された情報を一元管理するためのデータベースの標準化仕様を構築したことによ

り、次の内容について有効あることを確認した。 

 

 施設管理者が、センサの設置情報（インフラ名、設置部材名、設置日、設置目的他）の登録が可能

になった。 

 登録されたセンサの設置情報を迅速に検索できるようになった（「センサ設置実績」を選択すること

で、設置実績のあるセンサ製品情報、及びセンサ設置情報の絞り込みを行う機能により実現）。 

 長期間の多数のセンサ取付情報の正確な管理が可能になった。 

 登録情報を参照することにより、センサ設置 IDからセンサ設置情報を個別に識別できるようになっ

た。 

 

 

 

図．5.2 テーブル関係構造図（再掲） 

 

③ センサコード管理・センサポータル・維持管理データベースの作成、評価、及び運営主体案検討 

１） 「センサポータル」プロトタイプ全体 

 上記「①」、「②」の結果を踏まえ、センサコードを付与・管理し、SIS製品情報・設置情報を登録者に公開

し、検索利用に供するためのポータルサイトの仕様を検討し、「センサポータル」プロトタイプを作成した。ま

た、実際に SIS製品情報と SIS設置情報のデータ登録を行い、「①」、「②」の妥当性に関する評価・検証
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ID sensor_install_id PK bridge_part_key
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■標準化への取組み：IFC（Industry Foundation Classes）※に準
拠したインフラデータモデルと互換性を持っている。

※2018年、buildingSMART International（bSI）がISO16739:2018を発行。2020年11月、
インフラ分野（地盤，土工，道路，鉄道，港湾）を拡張したIFC4.3RC2を公開。
国土交通省へ政策・制度化の方向で働きかけていく。
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を施設管理者に依頼して実施した。加えて、センサポータルの運用体制に関する検討を行った。以下に、

センサポータルの全体利用シーン例、センサ製品情登録画面、センサ設置情報登録画面、センサ製品

情報検索画面、及びセンサ設置情報検索画面を示す。 

 

 

図．5.3 「センサポータル」の全体利用シーン例 

 

 なお、本小委員会で検討した標準仕様（案）に対する今後の取組みを次の表に示す。 

 

表．５．１ 小委員会で検討した「標準仕様案」に対する今後の取組み 

 
 

  

センサメーカ
（センサ開発・販売）事業者ID申請

②事業者ID付与

センサポータル
センサ届出

③アイテムコード
センサ製品情報登録

センサコード管理センター
（センサコードの発行・管理）

（土木センサポータルサイト運営）

センサ製品情報
データベース製品ID付き

センサコード
（SISコード）
管理データベース

4910059

000202

設計コンサル
施設管理者

大学・研究機関
（センサ検索・選定）

アクセス

付与登録(センサ製品ID) 0004910059000202/16

センサ設置情報
データベース

型名ID付き

センサ設置ID
(ucode)登録

センサ設置情報登録

施設管理者
（設計コンサルが代行）

一般会員

登録(センサ設置ID) 00001B00000000030985A4A53F4CFFC1/16

ucode付与

YRPユビキタス・
ネットワーキング研究所
（ucodeの発行・管理）

ucode
データベース

特別会員

Ａ

B

C

D

「標準化」の対象 「標準化」に対する取組み

センサ製品ID
ISO化による標準化の方向で検討したい。
※ ISOやIEC等に準拠した「センサの形状」や「センサの接続方式」は存在す

るが、「センサ製品ID」そのものの規格は見当たらない。

センサ設置ID

ucode（ITU勧告H.642.1）を採用する。
※ YRPユビキタスネットワーキング研究所が発行・管理
※ 国土地理院 場所情報コード(uPlace)

国土交通省へ政策・制度化の方向で働きかけていく。

データベース仕様

IFC（Industry Foundation Classes）※に準拠したインフ
ラデータモデルと互換性を持っている。
※ 2018年、buildingSMART International（bSI）がISO16739:2018を発行。

2020年11月、インフラ分野（地盤，土工，道路，鉄道，港湾）を拡張した
IFC4.3RC2を公開。

国土交通省へ政策・制度化の方向で働きかけていく。
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図．5.4 「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ製品情報」の登録画面例 
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図．5.5 「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ設置情報」の登録画面例１ 
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図．5.6 「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ設置情報」の登録画面例（センサ取付写真） 

 

 
図．5.7 「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ設置情報」の登録画面例（センサ取付図面） 
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図．5.8 「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ設置情報」の登録画面例（センサ設置部材） 

 

図．5.9 「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ設置情報」の登録画面例（モニタリング情報） 

 

 
図．5.10 「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ製品情報」検索結果の画面例１ 
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図．5.11 「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ製品情報」検索結果の画面例２ 

 

 

図．5.13 「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ設置情報」検索結果の画面例１ 
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図．5.14 「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ設置情報」検索結果の画面例２ 
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5.4. 検証作業から導出された課題、及び解決案 

  

「5.3. 検証作業で実証された有効性」で記した有効性が確認できた。一方、課題や要望も確認された。 

 

１） 「センサ設置情報登録」に関する課題 

２） 「センサポータル」プロトタイプに関する課題 

３） センサ設置情報だけではなく、該当するセンサからのモニタリングデータを容易に参照できることが望ましい 

 

各課題と、これらの課題対する解決策を以下に示す。 

 

１） 「センサ設置情報登録」について 

■課題1 

 「センサ設置情報」の登録においてセンサがどの部材の、どの位置に設置されているのかといった座標情

報や、緯度・経度・標高等、入力が難しい項目がある。 

■解決案 

 座標情報の登録は、BIM/CIM での設計や 3D CAD の図面で入力した値を登録するといった「運用」での

対応を目指す。 

（ただし、BIM/CIMでの設計や 3D CADデータとして管理されているインフラ構造物は現時点では非常に

少ない。） 

 

■参考 

「インフラ構造物の変異状況」の、より高度な分析を実現するため、センサ設置に関する登録項目として以

下に示すものを策定した。 

 

 センサの種類  設置角度 

 設置部材  設置位置（座標） 

 設置方法／設置方向  設置目的 
※ 詳細は「図．5.5 「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ設置情報」の登録画面例１」を参照。 

 

 

２） 「センサポータル」プロトタイプに関する課題 

■課題１ 

 「センサポータルの検索機能に関する整理」を行う必要がある。これは「利用目的に応じたもの」として整

理する必要があると考える。 

   ■解決策 

 本小委員会では「センサポータル」の利用者として「センサメーカ」、「施設管理者・設計コンサル」、「大

学・研究機関」を想定し、それぞれが抱える課題と、解決方法を検討・整理した。そのうえでセンサポータ

ルの仕様を策定し、プロトタイプを作成した。今後、利用者毎に必要な検索機能やインタフェースでの表

示方法等について検討する。 
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■課題２ 

 現状の「センサポータル」プロトタイプでは、スタティックな情報の登録のみに留まっており、動的なモニタリ

ング情報や点検情報を確認できる画面がない。 

   ■解決策 

 外部にある「モニタリングデータ」や「点検情報」を参照するための URL 等の情報を参照できる画面を作

成する※2。 

 

■課題３ 

 インフラ構造物の登録項目が多い。施設管理者が情報を入力することを想定するならば、実態に即して、

登録項目を整理する必要がある。 

   ■解決策 

 インフラ構造物の情報は BIM/CIM モデルからの取込みを想定してきた。なお、直接、情報を入力する場

合は施設管理者が必須と考える項目を「登録項目」とする運用を検討する。 

 

   ■課題４ 

 「橋種」の登録において、日本では数橋しか存在しないものが選択肢として存在しているため、登録に迷

いが生じたり、時間を要したりする。 

   ■解決策 

 日本国内における主な橋梁（例：「鋼橋」、「コンクリート橋」）を上位で表示・選択できるなどの絞り込みが

できるインタフェース等に改善する。 

 

３） センサ設置情報だけではなく、該当するセンサからのモニタリングデータを容易に参照できることが望ましい 

■課題１ 

 現状、センサデータ（以降、「モニタリングデータ」とする）は統一された仕様で生成、整理されておらず、

センサメーカ毎でその仕様がバラバラであるため、種々のセンサのモニタリングデータを集約・活用する

ことが困難である。 

   ■解決策 

 モニタリングデータの標準化についてはこれまで、各所で検討・提案されているが、まだ、実装レベルには

至っていない。モニタリングデータ自体を標準化するのは現実的でないので、付帯させる「メタデータに関

する標準化」等について検討を進めていく。 

  

                                         

※2 ：「図．「センサポータル」プロトタイプにおける「センサ設置情報」の登録画面例（モニタリング情報）」のとおり、一部

の機能について拡張により対応済み。 
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6. まとめ 

近年、橋梁・トンネル等の社会インフラ構造物の長寿命化や建設・維持管理コストの削減が大きな社会課題となり、

IoTセンサ･ロボットや CIMの取り組みが盛んとなり、センサ情報や維持管理データの標準化が検討されつつある。しか

し、多数のセンサを長期間管理することを可能にするためには、個別のセンサを特定することを可能にするセンサコ

ードに関する標準化が必要である。本小委員会ではインフラ維持管理に必要な情報として個別のセンサに製品毎、設

置毎に付与するコードの標準化仕様を検討し、さらにそのセンサコードで紐づけされたリレーショナルなデータモデル

についての実装レベルでの標準化を行うこととした。 

この標準化が完成すれば、適切なセンサの選択がデータベースから行えるようになるとともに、設置したセンサが

構造物のどこにどのように設置したものかも DB化できるので、串刺しの検索ができるようになる。 

 

 「スマートインフラセンサのコード・データベース標準化検討小委員会」を立ち上げ、「社会インフラ維持管理のための

土木構造物用センサのコードおよびデータベースに関する実装レベルの標準化仕様」について検討を行った。以下に

結果の概要を示す。 

 

① スマートインフラセンサ※3（以下SIS）に付与するセンサコードの仕様の標準化案 

SIS製品コード（製品毎の ID）、及び SIS設置コード（設置毎の ID）の標準化案を検討した。前者では 16

桁（64bit）のコードを、後者では 32桁（128bit）のコードを標準仕様案として検討した。 

② 土木構造物に設置したセンサに関する実装レベルのインフラ維持管理データベースの標準化案 

ステークホルダ（センサメーカ、施設管理者／設計コンサルタント、大学・研究機関）毎にユースケー

スを整理した上で、SIS 製品情報、及び SIS 設置情報の登録・更新・表示・検索を行うことで、インフラ構

造物の維持管理を効率的、かつ適正に行うため多数のセンサを長期間活用するため、①のセンサコード

で紐づけされたリレーショナルなデータベースのテーブル構造案を検討した。 

③ センサコード管理・センサポータル・維持管理データベースの作成、評価、及び運営主体案検討 

上記「①」、「②」の結果を踏まえ、センサコードを付与・管理し、SIS 製品情報・設置情報を登録者に公

開し、検索利用に供するためのポータルサイトの仕様を検討し、「センサポータル」プロトタイプを作成した。

また、実際に SIS製品情報と SIS 設置情報のデータ登録を行い、「①」、「②」の妥当性に関する評価・検

証を施設管理者に依頼して実施した。加えて、センサポータルの運用体制に関する検討を行った。 

 

  以上により、センサコードで紐づけされたセンサ製品・設置情報によるセンサポータルのプロトタイプにて、適切なセ

ンサ製品の選定が行えることと、設置したセンサがインフラ構造物のいつ、どこに、どのように、どういう目的で設置され

たのかについて検索が可能であることを検証することができた。さらに、施設管理者に実際のフィールドにて、センサの

設置情報等を登録してもらい評価をしていただいた。これにより、センサ開発・センサ選定/設置・点検維持管理・分

析研究の各場面にデータ活用できる第一歩を示せた。 

 一方、施設管理者の試用により、いくつかの課題が指摘された。主な課題として i) センサ設置情報について、設置

現場で設置角度や設置位置を登録することは困難であることが挙げられる。センサポータルへの情報登録の際、

「BIM/CIM や 3 次元 CAD との連携による登録」にも対応できるように設計しているが、30 年以上前に設計・着工・完

成したインフラ構造物の設計図面は、紙媒体でしか存在せず、デジタル化での対応が極めて難しいのが現状である。

このため、最低限の情報を入力する現実的な運用を考えていく。 

また、ii) センサ設置情報だけではなく、そのセンサからのモニタリングデータを簡単に参照したいとの希望が出た。

モニタリングデータはその保存先の URL を指定できるようにしているが、大きな課題としては、センサメーカ毎でその

仕様がバラバラであるため、種々のセンサのモニタリングデータを集約・活用することが困難なことが挙げられる。この

課題解決を目指して、各所で検討・提案されているが、まだ、実現には至っていない。モニタリングデータ自体を標準

化するのは現実的でないので、付帯させる「メタデータに関する標準化」等について検討を進めていく。

                                         

※3 Smart Infrastrcture Sensor Codeの略称。橋梁等の社会インフラの維持管理のために設置され、無線通信や IoT等のネットワークで接続されているセンサ。 
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